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新十津川小学校入学式
54人が元気に入学

中央区自主防災会
避難所について考える

北海道指導林家認定証交付式

ふるさと公園、ピンネシリ安全祈願祭
今年も安全に過ごせますように

手作りこめぞーの贈呈

春の全国交通安全運動
交通安全を啓蒙

　新十津川小学校で第８回入学式が行われ、54
人（男子33人、女子21人）の新入生が、小学生
として希望あふれる第一歩をふみ出しました。
　新１年生は緊張した表情を見せながらも、担任
の先生に名前を呼ばれると元気よく返事をしてい
ました。

　中央区自治会館で、レインボー講座（出前講座）
として、防災研修が行われました。
　自主防災会として避難所の運営方法について、
４グループに分かれ、会館の図面を使いながら避
難者をイメージして考えていました。
　活発に意見が飛び交い、最後にはまとめた意見
を発表して情報を共有していました。

　乗松政勝さん（そらち森林組合代表理事組合長）
に、北海道知事から「北海道指導林家認定証」が
交付されました。
　指導林家とは、模範的な森づくりの技術を有し
ている方で、林業の普及や指導を担う方として、
北海道知事が認定するものです。

　ふるさと公園のオープンとピンネシリの山開き
に先立ち、安全祈願祭がふるさと公園で行われま
した。
　新十津川町観光協会の井上秀夫会長ほか27人
が参列し、今年度も訪れる方々に無事故で楽しん
でもらえるよう、１年の安全を願いました。

　大関隆志さん（中央区）から、本町の観光ＰＲ
キャラクター「とつかわこめぞー」の手作り人形
が贈られました。（大きさ１メートル、制作期間
１カ月）
　大関さんは、制作について「頭は球体なので、
型紙作成から試行錯誤し、表情の再現も難しかっ
た」と話していました。

　春の全国交通安全運動が行われ、町安全・安心
推進協会、交通安全指導員会をはじめ、各行政区
や老人クラブのほか、町内から多くの団体が参加
しました。
　街頭で「スピードダウン」「シートベルト着用」
と書かれた旗を振り、ドライバーに交通安全を呼
びかけていました。
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